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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ま
す
ま
す
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す

チ
ー
ム
・
地
区
協
会
・
協

会
役
員
の
皆
様
に
は
日
頃

か
ら
暖
か
い
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
前
年
度
の
役
員

改
選
か
ら
一
年
を
経
過
い

た
し
ま
し
た
が
多
く
の
協

会
役
員
・
委
員
会
・
連
盟
・

地
区
協
会
の
皆
様
の
ご
尽

力
で
無
事
に
年
度
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
協
会
の
活
動
を
支

え
て
く
れ
る
諸
先
輩
・
多

く
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
支
え
ら
れ
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
こ
の
一
年
を

振
り
返
り
つ
つ
更
な
る
発

展
を
目
指
し
、
微
力
な
が

ら
新
潟
県
の
サ
ッ
カ
ー
の

普
及
発
展
・
協
会
の
機
能

強
化
と
健
全
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

新
潟
県
に
お
き
ま
し
て

は
、
キ
ッ
ズ
・
小
学
生

世
代
か
ら
高
校
生
・
ユ
ー

ス
世
代
ま
で
の
育
成
が
結

実
し
、
昨
年
度
に
お
き
ま

し
て
も
国
体
を
含
め
多
く

の
分
野
で
好
成
績
を
収
め

て
お
り
ま
す
。
更
に
育
成

強
化
を
図
る
べ
く
協
会
と

し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

三
月
に
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
か
ら
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
サ
ッ
カ
ー
競

技
会
場
の
主
管
募
集
が
あ

り
、
本
協
会
は
新
潟
県
及

び
新
潟
市
と
連
携
し
て
主

管
募
集
に
応
募
い
た
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
選
考

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
新
潟
県
の
選
考
に
向

け
た
積
極
的
な
活
動
と
各

自
治
体
の
強
力
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
地
誘

致
は
勿
論
の
こ
と
、
昨
年

に
続
く
日
本
代
表
戦
の
招

聘
や
大
規
模
大
会
の
誘
致

に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
新
潟
県
の

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
現
在
の

と
こ
ろ
苦
戦
を
し
て
お
り

ま
す
が
一
つ
の
き
っ
か
け

で
一
気
に
失
地
回
復
を
果

た
し
て
く
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス

か
ら
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
カ
ナ
ダ
大
会
に
上
尾
野

辺
・
北
原
両
選
手
が
出
場

し
て
い
ま
す
。
常
に
チ
ー

ム
が
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ

る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
大
会
に

は
新
潟
市
出
身
の
川
村
選

手
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

川
村
選
手
は
新
潟
の
小
学

生
チ
ー
ム
で
の
活
躍
か
ら

見
出
さ
れ
ト
ッ
プ
選
手
に

育
ち
ま
し
た
。
新
潟
の
子

供
た
ち
に
大
き
な
道
筋
を

　

平
素
よ
り
登
録
チ
ー

ム
、
指
導
者
、
役
員
の
皆

様
に
は
、
協
会
の
事
業
に

対
し
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
月
26
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
社
員
総
会
で
は
、
平

成
26
年
度
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
な
ら
び
に
27
年

度
事
業
計
画
、
予
算
を
承

認
、
成
立
さ
せ
て
い
た
だ

き
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
26
年
度
決
算

に
お
き
ま
し
て
は
、
新
監

督
の
日
本
代
表
対
ジ
ャ
マ

イ
カ
代
表
戦
の
収
益
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
も
増
額

の
黒
字
決
算
で
終
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

の
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
、
強

化
、
大
規
模
事
業
の
誘
致

な
ど
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
で

は
、
２
０
０
５
年
か
ら

２
０
１
１
年
ま
で
の
７
年

間
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

「
都
道
府
県
協
会
チ
ャ
ー

ト
」
を
２
０
１
５
年
よ
り

再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
チ
ャ
ー
ト
は
、

各
都
道
府
県
の
現
在
の
状

況
（
プ
ラ
ス
面
や
マ
イ
ナ

ス
面
）・
取
り
組
み
の
成

果
な
ど
を
他
の
協
会
と
の

比
較
の
中
で
把
握
し
、
地

域
性
・
独
自
性
を
活
か
し

て
、
活
動
や
事
業
、
組
織

を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で

あ
り
、
２
０
０
５
年
宣
言

か
ら
10
年
が
経
過
し
た
昨

年
、「
Ｊ
Ｆ
Ａ
の
中
期
事

業
／
財
政
計
画
書
」
及
び

今
回
策
定
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｆ

Ａ
中
期
計
画
２
０
１
５ 

・

２
０
２
２
」
を
踏
ま
え
て

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
策
定
さ
れ

る
Ｊ
Ｆ
Ａ
中
期
計
画
に
お

け
る
事
業
構
造
は
、
１
．

普
及
推
進　

２
．
国
内
競

技
会　

３
．
Ｆ
Ａ
リ
レ
ー

シ
ョ
ン　

４
．審
判　

５
．

指
導
者　

６
．育
成　

７
．

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携　

８
．
代
表
強
化　

９
．
国

際
競
技
会　

10
．
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ　

11
．
基
盤
の

11
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス

に
、
チ
ャ
ー
ト
項
目
を
、

１
．
普
及　

２
．
育
成　

３
．
強
化　

４
．
審
判　

５
．
指
導
者　

６
．
ト
ッ

プ
リ
ー
グ
連
携　

７
．
協

議
会
運
営　

８
．
基
盤
の

８
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
回
の
チ
ャ
ー
ト
で

は
、
皆
様
の
努
力
ご
協
力

の
お
陰
で
全
国
10
番
代
ま

で
順
位
を
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
更
に
上
位
を
目

指
す
た
め
に
は
、
今
ま

で
以
上
に
事
業
活
動
の
評

価
、
分
析
を
繰
り
返
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
少
年
男
子
が
国

体
で
ベ
ス
ト
４
、
全
日
本

ユ
ー
ス
Ｕ―

15
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
で
優
勝
、
さ
ら

に
新
潟
県
Ｕ―

17
選
抜

が
国
際
ユ
ー
ス
で
優
勝
す

る
な
ど
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー

ス
年
代
の
競
技
力
は
年
々

向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
技
術
委
員
会
を
中

心
に
行
っ
て
い
る
ト
レ

セ
ン
活
動
が
結
果
に
つ
な

が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
高

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
強
化
だ

け
で
は
な
く
、
サ
ッ
カ
ー

一
般
社
団
法
人
新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
協
会　
　
　
　

会 

長　

柄　

沢　

正　

三　

て
引
き
続
き
副
会
長
の
任

を
拝
し
、
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
月
に
キ
リ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
４

を
新
潟
で
開
催
し
チ
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
皆
様
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
早
々
に
完
売
す
る

と
い
う
盛
況
で
あ
り
ま
し

た
。

　

毎
年
七
月
に
開
催
し
て

い
る
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ

カ
ー
ｉ
ｎ
新
潟
で
は
新
潟

選
抜
Ｕ―

17
が
日
本
代

表
、
メ
キ
シ
コ
代
表
、
セ

ル
ビ
ア
代
表
に
全
勝
し
優

勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
、

ま
た
長
崎
国
体
で
は
新
潟

県
が
中
々
結
果
を
出
す
こ

と
の
出
来
な
か
っ
た
少
年

男
子
で
全
国
４
位
、
女
子

で
全
国
５
位
と
い
う
見
事

な
成
績
を
収
め
新
潟
県
の

得
点
の
原
動
力
と
な
り
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
新
潟
県

サ
ッ
カ
ー
界
を
統
括
し

代
表
す
る
団
体
と
し
て
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
豊
か

な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
創
造

し
、
人
々
の
心
身
の
健
全

な
発
達
と
社
会
の
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
い
き
す
。

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

　
（
一
）
新
潟
県
を
代
表

す
る
各
年
代
、
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

を
組
織
し
各
種
競
技
会
へ

参
加

（
二
）
サ
ッ
カ
ー
の
新
潟

県
大
会
、
そ
の
他
の
競
技

会
開
催

（
三
）
サ
ッ
カ
ー
選
手
の

育
成
、
サ
ッ
カ
ー
競
技

の
普
及
・
強
化
及
び
サ
ッ

カ
ー
の
指
導
者
並
び
に
審

判
員
の
育
成

一
般
社
団
法
人
新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
協
会　
　
　
　
　
　

副
会
長
兼
専
務
理
事　

渡　

邊　
　
　

滋　

に
親
し
み
楽
し
く
活
動
で

き
る
、
キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ

ニ
ア
・
レ
デ
ィ
ー
ス
・
マ

マ
さ
ん
・
シ
ニ
ア
の
普
及

の
拡
充
に
も
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
環
境
整

備
に
も
努
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
今
年
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
が

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

設
営
の
た
め
に
の
二
順
目

施
設
整
備
助
成
事
業
を
決

め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
各
自
治
体
、
法
人
に
説

明
会
を
開
き
募
集
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
や
ご
助
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
各
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
心
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
皆
様
方
の
益
々

の
ご
活
躍
ご
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
ご
支
援
い
た
だ
い
て

い
る
新
潟
県
を
は
じ
め
、

各
自
治
体
、各
体
育
協
会
、

協
賛
各
社
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　

日
頃
か
ら
登
録
さ
れ
て

お
り
ま
す
チ
ー
ム
、
地
区

協
会
、
協
会
役
員
の
皆
様

に
は
、
当
協
会
の
活
動
に

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

五
月
二
十
六
日
の
社
員

総
会
及
び
理
事
会
に
於
い 一

般
社
団
法
人
新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
協
会　
　
　
　
　
　

副
会
長　

光　

野　
　
　

治　

示
す
と
と
も
に
指
導
者
に

と
り
ま
し
て
も
子
供
た
ち

を
原
石
か
ら
大
き
く
羽
ば

た
か
せ
る
指
針
と
な
り
ま

す
。

　

協
会
に
は
ま
だ
ま
だ
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

協
会
役
員
及
び
会
員
の
皆

様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
課
題
を
克
服
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
克

服
す
る
た
め
に
は
「
開
か

れ
た
協
会
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
役
員
の
先
見
性
・

発
想
力
・
決
断
力
・
実
行

力
・
感
謝
の
念
」
が
望
ま

れ
ま
す
。
皆
様
の
負
託
に

応
え
る
た
め
再
度
確
認
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

り
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
祈
念
し
ま
す
と
と

も
に
更
な
る
ご
支
援
ご
鞭

撻
を
賜
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
四
）
選
手
・
チ
ー
ム
・

審
判
員
の
登
録

（
五
）
知
的
所
有
権
の
管

理
、
及
び
商
標
提
供

（
六
）
障
害
者
の
競
技
会

開
催

（
七
）
社
会
貢
献
事
業
の

実
施

（
八
）
そ
の
他
こ
の
法
人

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
事
業

　

以
上
の
事
業
を
推
進
、

達
成
で
き
る
よ
う
協
会
全

体
で
取
り
組
み
努
力
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
改
め
て
登
録
し

て
頂
い
て
い
る
チ
ー
ム
の

皆
様
、
役
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
す

る
と
と
も
に
常
日
頃
か
ら

温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解

を
頂
い
て
る
関
係
機
関
、

企
業
団
体
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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山口素弘氏

EVENT

18  ・197
土

山口素弘（元日本代表）
サッカー教室日

●７月 18日（土）【スポアイランド聖籠】
●７月 19日（日）【五十公野公園陸上競技場】
　① 両日とも開催時間 ： 9：30 ～ 11：30（予定）
　② 対象者：Ｕ－15トレセン選手（各回 30名程度）
　※Ｕ－15選手の指導を観客席より見学していただけます。
　※大会準備の都合上、サッカー教室終了後は、一旦退出していただきます。

見学自由

EVENT

7
月

アルビレックス新潟
サッカー教室

開催時間 11：00 ～ 13：00

●７月 20 日（月）　【デンカスワンフィールド】
　① 指導者 ： 内田　潤
　② 対象者 ： 小学生　一般募集（100 名）

●７月 20日（月）　【新潟県スポーツ公園】
　① 指導者 ： 片淵浩一郎
　② 対象者 ： 各地区からの選手（200 名）

20
●７月 20日（月）
　【デンカビッグスワンスタジアム】
　① 出　　演 ：
 　　　　県立新潟中央高校
　　　　　　　　 ダンス部
　② 出演予定 ： 14：55 頃
　　　　　　　 17：15 頃
　　　　　　　（２回公演）

EVENT

7
月

ハーフタイム
ショー20観戦チケット（第２日：新発田会場、第３日：新潟会場）

前　売 大人　 800 円 中高生　 400 円

当　日 大人　 1,000 円 中高生　 500 円

７月18日（土） 【スポアイランド聖籠】

 第 1 試合 14:10　  U-17 日本代表　VS　 U-17 メキシコ代表
 第 2試合 16:30　  U-17 新潟選抜　VS　 U-17 セルビア代表

７月19日（日） 【五十公野公園陸上競技場】

 第 1 試合 14:10　  U-17 メキシコ代表　VS　 U-17 セルビア代表
 第 2試合 16:30　  U-17 日本代表　VS　 U-17 新潟選抜

７月20日（月） 【デンカビッグスワンスタジアム】

 第 1 試合 14:10　  U-17 日本代表　VS　 U-17 セルビア代表
 第 2試合 16:30　  U-17 メキシコ代表 　VS　 U-17 新潟選抜

前売チケット販売　①新潟日報メディアシップ 1F
　　　　　　　　　　インフォメーションセンター 「えん」  
　　　　　　　　　②アルビレックス新潟公式戦会場　チケット販売所
　　　　　　　　　　7月 11 日 及び 7 月 19 日

セ ル ビ ア 代 表

日 本 代 表

メ キ シ コ 代 表

新 潟 選 抜

第19回国際ユースサッカーin新潟 開催告知第19回国際ユースサッカーin新潟 開催告知第19回国際ユースサッカーin新潟 開催告知

※小学生以下
　無料

関 連 イ ベ ン ト 告 知無料

有料

有料

第36回北信越国民体育大会 サッカー競技第36回北信越国民体育大会 サッカー競技
高岡スポーツコア高岡市サッカー・ラグビー場 【略称：コアサッカー場】 成年男子・少年男子
高岡スポーツコア芝生広場 【略称：コア広場】 成年男子・少年男子
富山県岩瀬スポーツ公園サッカー・ラグビー場 【略称：岩　瀬】 女子

日 記号  会　場 種　別 開始時間 対　　戦 
14 日（金） イ コア広場 少年男子 13：30 第１位 VS 第５位

15日（土）

Ａ コア広場 成年男子 11：00 新潟 VS 福井
Ｂ コアサッカー場 成年男子 11：00 長野 VS 石川
ロ コアサッカー場 少年男子 13：30 第２位 VS 第５位
ハ コア広場 少年男子 13：30 第３位 VS 第４位
あ 岩　瀬 女　子 11：00 富山 VS 新潟
い 岩　瀬 女　子 13：30 石川 VS 福井

16日（日）

Ｃ コアサッカー場 成年男子 11：00 富山 VS Ａ勝者
二 コア広場 少年男子 13：30 第２位 VS 第３位
ホ コアサッカー場 少年男子 13：30 第１位 VS 第４位
う 岩　瀬 女　子 11：00 長野 VS あ 勝者

▼少年男子の部　競技組み合わせ

イ

第１位

第５位

第２位第３位

第４位

ロ

ニ

ハ

ホ
シード

▼成年男子の部

富山
代表Ｃ新潟

Ａ
福井

代表
長野

Ｂ
石川

▼女子の部

期日：2015年８月14日（金）～16日（日）

長野
代表う富山

あ
新潟

代表
石川

い
福井

Ｕ―

16
新
潟
県
選
抜

チ
ー
ム
は
、
８
月
に
開
催

さ
れ
る
北
信
越
国
体
で
予

選
を
突
破
し
、
全
国
大
会

の
和
歌
山
国
体
を
目
指
し

強
化
練
習
会
や
県
外
遠
征

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
強
化
を
図
る
う

え
で
、
地
元
で
す
ば
ら
し

い
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
国

体
を
目
指
す
チ
ー
ム
と
し

て
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者

の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
か

り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
大
会
で
は
、
Ｕ―

16

山
梨
県
選
抜
・
Ｕ―

16
長

野
県
選
抜
・
Ｕ―

16
静

「
第
８
回
Ｕ―

16
甲
信
越
静

　
　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
終
え
て
」

　

Ｕ―

16
新
潟
県
選
抜　

監
督　

最
所　

順
之

岡
県
選
抜
に
対
し
て
３
戦

全
勝
と
い
う
結
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

会
期
間
中
は
、
試
合
ご
と

に
で
る
課
題
を
映
像
分
析

し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
チ
ー
ム
全
体
で
確
認

し
て
き
ま
し
た
。
毎
試
合

ご
と
に
選
手
は
自
信
を
も

ち
、「
勝
負
が
で
き
る
チ
ー

ム
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
選

手
個
々
の
持
つ
ス
ト
ロ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
が
表
現
で
き

た
こ
と
で
チ
ー
ム
全
体
が

躍
動
し
、
ゲ
ー
ム
を
優
位

に
進
め
て
い
る
時
間
帯
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
課
題
も
明
確
に
な
り
、

「
こ
こ
だ
」
と
い
う
時
間

帯
で
自
チ
ー
ム
の
ペ
ー

ス
に
持
ち
込
め
ず
、
相

手
の
攻
撃
に
対
し
て
予
測

し
耐
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
状
況
も
あ
り
ま
し

た
。
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
で

我
慢
し
、
流
れ
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
は
大

き
な
課
題
で
す
。
主
導
権

を
握
り
ゲ
ー
ム
を
支
配
す

る
た
め
に
は
、
個
の
強
化

や
チ
ー
ム
と
し
て
の
成
熟

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
攻
守
の
切
り

替
え
の
速
さ
や
守
備
意
識

を
持
続
さ
せ
る
こ
と
を
こ

れ
か
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
構
築
す
る
必
要
性
が
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

Ｕ―

16
新
潟
県
選
抜

チ
ー
ム
の
目
標
は
、「
戦

え
る
チ
ー
ム
」
を
目
指

し
、
北
信
越
国
体
を
勝
ち

抜
く
こ
と
と
、
和
歌
山
国

体
に
出
場
し
、
全
国
大
会

の
舞
台
で
１
試
合
で
も
多

く
、
国
体
選
抜
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
と
試
合
が
で
き

る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
で

す
。
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
が
、

そ
の
よ
う
な
強
い
気
持
ち

で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。Ｕ―

16
甲
信
越
静

サ
ッ
カ
ー
大
会
で
戦
え
た

こ
と
は
、
選
手
と
も
ど
も

次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
要
素
だ
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
関
係
各

位
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

開門時間
12：40

開門時間
12：40



平成27年 6月30日（3）

社
員
総
会
及
び
理
事

会
が
平
成
27
年
５
月
26

日
に
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒

（
新
潟
市
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
議
で
は
次
の
事
項

が
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
、 

平
成
26
年
度
事
業
報
告

２
、 

平
成
26
年
度
決
算
報
告

社
員
総
会
・

理
事
会
報
告

　

今
回
は
、
上
越
地
区
の

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
活
性
化

の
為
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
の
一
部
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

　

今
期
の
Ｊ
Ｊ
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ

は
高
校
生
２
人
、
中
学
生

14
人
、
小
学
生
４
人
で

す
。
Ｕ―

12
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
今
年
は
活
動
出
来
な

い
人
数
で
す
。
来
期
は
Ｕ

―

15
も
難
し
い
と
考
え
て

お
り
、
選
手
が
少
な
い
と

言
う
の
が
現
状
で
す
。
ま

ず
、
団
員
を
増
や
す
事
が

課
題
で
す
。

　

Ｕ―

12
年
代
は
「
男
子

ク
ラ
ブ
で
や
っ
て
る
か
ら

女
子
は
い
い
」「
男
子
・
女

子
両
方
は
大
変
」「
移
動

が
大
変
」
と
い
う
の
が
現

状
で
す
。
新
潟
県
は
縦
長

で
移
動
は
大
変
で
す
し
、

選
手
も
男
女
両
方
の
ク
ラ

ブ
で
活
動
す
る
の
は
大
変

で
す
。
私
に
出
来
る
事
は
、

女
子
チ
ー
ム
で
活
動
す
る

事
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
て
も
ら
う
事
で
す
。

　

男
子
チ
ー
ム
で
活
動

し
て
い
る
女
子
選
手
で
、

ト
ッ
プ
下
や
Ｃ
Ｆ
、
正
Ｇ

Ｋ
と
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で

活
躍
し
て
い
る
女
子
選
手

は
、
全
国
で
も
少
数
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
然

『
上
越
地
区
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
活
性
化
の
為
に
』

Ｊ
Ｊ　

Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
コ
ー
チ　

川
原　

寿
夫

女
子
委
員
会な

が
ら
女
子
の
チ
ー
ム
で

は
、
練
習
や
試
合
も
全
て

女
子
選
手
で
行
う
の
で
、

ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
そ
れ
が
女
子

選
手
が
女
子
チ
ー
ム
で
活

動
す
る
こ
と
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
こ
で

得
る
も
の
は
と
て
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
女
子
だ
け

の
活
動
で
サ
ッ
カ
ー
が
う

ま
く
な
れ
る
の
か
？
と
問

わ
れ
た
と
き
、
人
も
練
習

も
少
な
け
れ
ば
、
説
得
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

今
ま
で
行
っ
て
い
た
土
・

　

女
子
委
員
会
で
は
、
女

子
の
普
及
・
育
成
に
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
女
子
の
普
及
に
欠
か
せ

な
い
と
思
っ
て
い
る
の

が
、
マ
マ
さ
ん
の
活
動
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ

ん
は
子
供
達
の
最
大
で
身

近
な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
お
母
さ
ん

に
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
み
を

知
っ
て
頂
く
こ
と
で
、
よ

り
普
及
に
繋
が
っ
て
く
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に『
マ
マ
・
レ
デ
ィ
ー

ス
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
を
開
催
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
県

協
会
並
び
に
各
地
区
協
会

か
ら
ご
協
力
を
頂
き
、
そ

し
て
Ｔ
ｅ
Ｎ
Ｙ
テ
レ
ビ
新

潟
様
か
ら
多
大
な
ご
協
力

を
頂
い
た
こ
と
に
よ
り
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
は
、
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
と
し
て
元
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
の
川
上
直
子
さ

ん
、
元
日
本
代
表
の
名
良

橋
晃
さ
ん
の
両
名
に
来
て

頂
き
、
一
緒
に
試
合
を
し

た
り
、
午
後
か
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
行
っ
て
頂
く
な

『 

２
０
１
５
Ｔ
ｅ
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
マ
マ
・
レ
デ
ィ
ー
ス

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
長
岡
』

女
子
委
員
会　

緒
方　

牧

ど
し
て
も
ら
い
、
と
て
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
し
た
マ
マ
さ

ん
チ
ー
ム
よ
り
感
想
を
頂

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

【 

分
水
Ｆ
Ｃ

 

（
Ｎ
ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）

池
田　

美
未
】

　

先
日
は
『
マ
マ
・
レ

デ
ィ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
達
分
水
Ｆ
Ｃ
（
Ｎ

ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）
の
マ

マ
達
は
、
１
，
２
年
生
の

　

皆
さ
ん
、『
Ｊ
Ｆ
Ａ
な

で
し
こ
ひ
ろ
ば
』
を
ご
存

知
で
す
か
？
Ｊ
Ｆ
Ａ
な
で

し
こ
ひ
ろ
ば
と
は
、
女
の

子
か
ら
、
お
姉
さ
ん
や
お

母
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ま
で
、
す
べ
て
の
女
性
が

サ
ッ
カ
ー
を
も
っ
と
気

軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
場
所
で
す
。
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）
が

認
定
し
た
各
地
域
の
団
体

や
、
施
設
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

グ
ラ
ン
セ
ナ
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
も
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
に

認
定
さ
れ
『
Ｊ
Ｆ
Ａ
な
で

し
こ
ひ
ろ
ば
』
を
開
催
す

る
施
設
の
１
つ
で
す
。
１

人
で
も
多
く
の
女
性
（
女

の
子
）
に
サ
ッ
カ
ー
に

出
会
っ
て
も
ら
い
、
サ
ッ

カ
ー
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
え
る
場
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、
な
で

し
こ
ひ
ろ
ば
を
定
期
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

月
に
１
度
の
ペ
ー
ス

で
、
小
学
生
の
部
、
大
人

の
部
の
２
部
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
そ
の
月

に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、

初
心
者
の
方
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
や
さ
し
い
内
容

に
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

の
部
の
特
徴
と
し
て
は
、

サ
ッ
カ
ー
特
有
の
技
術
で

あ
る
ボ
ー
ル
を
足
で
扱
う

楽
し
さ
を
伝
え
る
だ
け
で

な
く
、
全
身
の
コ
ー
デ
ィ

な
で
し
こ
広
場

グ
ラ
ン
セ
ナ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

谷
澤　

麻
子

日
・
月
の
練
習
に
加
え
て
、

水
曜
、
も
し
く
は
木
曜
日

の
練
習
も
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
人
数
が
少
な

く
、
平
日
練
習
で
は
11
対

11
の
ゲ
ー
ム
は
出
来
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
卒
団
生
が

立
ち
上
げ
た
高
校
の
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
・
同
好
会
と

協
力
し
て
、
土
日
は
み
ん

な
で
集
ま
っ
て
ゲ
ー
ム
を

し
よ
う
！
と
、
連

絡
を
取
り
合
い
、

み
ん
な
が
一
番
た

の
し
い
「
ゲ
ー
ム
」

の
時
間
の
確
保
に

も
成
功
し
て
い
ま

す
。

　

正
直
何
か
が
変

わ
っ
た
と
い
う
実

感
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
指
導
の

質
、
練
習
の
量
を

確
保
し
、
信
頼

を
得
る
事
で
女
子

チ
ー
ム
に
興
味
を
持
っ

て
頂
き
、
そ
こ
か
ら
増
員

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま

す
。さ
ら
に
今
後
は
、フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
限
り
あ
る
子
ど
も
達

の
時
間
に
手
抜
き
は
出
来

ま
せ
ん
。
今
後
も
、
情
熱

を
持
っ
て
活
動
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
達
と
日
々
、
一
緒
に

汗
を
流
し
て
ま
す
。
午
後

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
違

う
チ
ー
ム
の
マ
マ
さ
ん
達

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
事
も
で
き
、
励
み

に
な
り
ま
し
た
！
子
供
が

縁
で
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
で

す
が
、
１
日
で
も
長
く
＆

楽
し
く
続
け
て
い
け
た
ら

な
ぁ
〜
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
柏
崎
Ｆ
Ｃ
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

 

キ
ャ
プ
テ
ン

新
発
田　

亜
希
子
】

　

私
達「
柏
崎
Ｆ
Ｃ
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
」
は
柏
崎
市
で
活
動

し
て
い
る
、「
柏
崎
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
」

の
マ
マ
さ
ん
と
Ｏ
Ｇ
（
中

学
生
）
総
勢
17
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

週
１
〜
２
回
パ
パ
さ
ん
や

子
供
た
ち
に
混
ざ
り
フ
ッ

ト
サ
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
「
新
潟
県
マ
マ
・

レ
デ
ィ
ー
ス　

サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
、
履
き
な

れ
な
い
ス
パ
イ
ク
で
挑
む

試
合
は
、
真
剣
に
取
組
ん

で
い
る
も
の
の
珍
プ
レ
ー

も
多
く
笑
い
が
絶
え
な
い

楽
し
い
大
会
で
す
。ま
た
、

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
や
他
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
の
プ
レ
ー
に

刺
激
を
受
け
、
も
っ
と
上

達
し
た
い
と
思
う
良
い
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
優
勝
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
！

【
お
ば
ち
ゃ
ん
ず
】

　

Ｔ
ｅ
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
マ

マ
・
レ
デ
ィ
ー
ス 

サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

長
岡
２
連
覇
し
た
チ
ー
ム

お
ば
ち
ゃ
ん
ず 

で
す
！

試
合
前
、
い
つ
引
退
し
よ

う
か
ぁ
〜
？
な
ん
て
話
を

し
て
い
た
の
に
…
ま
さ
か

の
２
連
覇
で
驚
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
し
ば
ら
く
は

現
役
続
行
、
チ
ー
ム
平
均

年
齢
も
記
録
更
新
（
笑
） 

来
年
も
何
と
か
大
会
出
場

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
働

き
か
け
る
メ
ニ
ュ
ー
も
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
大
人

の
部
の
特
徴
と
し
て
は
、

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
楽
し
く

有
酸
素
運
動
を
し
た
り
、

健
康
保
持
な
ど
を
目
的
と

し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
も
開
催
し
ま
す
！

『
Ｊ
Ｆ
Ａ
な
で
し
こ
ひ
ろ

ば
in
グ
ラ
ン
セ
ナ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
』
詳
細
は
、

グ
ラ
ン
セ
ナ
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
Ｊ
Ｆ
Ａ
な
で
し

こ
ひ
ろ
ば
公
式
Ｈ
Ｐ
に
も

情
報
案
内
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
『
１
人
で
も
多
く
の
女

性（
女
の
子
）に
サ
ッ
カ
ー

と
出
会
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
』

そ
ん
な
願
い
の
詰
ま
っ
た

Ｈ
Ｐ
な
で
し
こ
ひ
ろ
ば
in

グ
ラ
ン
セ
ナ
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

日
頃
か
ら
、
新
潟
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
な
ら
び
に

新
潟
県
内
の
サ
ッ
カ
ー
関

係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
本
県
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
域
に

密
着
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
で
あ
る
「
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
」
を
冠
と

し
て
お
り
、「
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
」
を
子
供
た
ち

に
再
認
識
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ

ン
の
底
辺
拡
大
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
こ
と
な

新
潟
県
ゆ
め
づ
く
り
サ
ッ
カ
ー
大
会
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

ス
マ
イ
ル
カ
ッ
プ
Ｕ―

８
・
Ｕ―

10
」
の
開
催
に
つ
い
て

【
新
潟
県　

県
民
生
活
・
環
境
部　

県
民
ス
ポ
ー
ツ
課
】

ど
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

第
５
回
目
の
開
催
と
な

る
今
年
度
は
、
６
月
13
日

に
Ｕ―

８
、
14
日
に
Ｕ―

10
を
そ
れ
ぞ
れ
県
内
48

チ
ー
ム
か
ら
参
加
い
た
だ

き
、
併
せ
て
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
の
選

手
も
参
加
し
た
サ
ッ
カ
ー

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま

れ
、
事
故
及
び
ケ
ガ
人

が
出
る
こ
と
な
く
、
株
式

会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
の
協
力
の
も
と
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
地
域
間
交
流
が
深

ま
る
と
と
も
に
、
サ
ッ

カ
ー
関
係
者
の
皆
様
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。
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本
年
四
月
よ
り
、
Ｊ

Ｆ
Ａ
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ツ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
８
．
リ
ー
グ

戦
の
推
進
と
競
技
会
の
整

備
・
充
実
（
小
学
生
年
代
）

「
２
０
１
５
年
度　

支
援

制
度
」
を
受
け
て
、「
こ

く
み
ん
共
済
リ
ー
グ
Ｕ―

12 

in
新
潟
県
」
が
完
全

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
夏
八
月
に
開

催
さ
れ
て
い
た
「
全
日
本

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が

冬
開
催
（
本
年
は
十
二
月

二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日

鹿
児
島
市
開
催
）
に
移
行

し
ま
し
た
。
Ｕ―

12
年

代
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決

め
る
に
相
応
し
い
時
期
に

大
会
を
設
定
す
る
た
め
で

す
。
新
潟
県
大
会
は
秋
十

月
か
ら
十
一
月
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
相
ま
っ
て

小
学
生
の
生
活
圏
の
近
い

と
こ
ろ
で
日
常
的
に
リ
ー

グ
戦
を
設
定
す
る
こ
と
で

ゲ
ー
ム
を
や
り
込
み
、
切

磋
琢
磨
し
、
Ｕ―

12
年
代

の
育
成
を
進
め
て
行
こ
う

と
す
る
の
が｢

こ
く
み
ん

共
済
リ
ー
グ
Ｕ―

12 

in

新
潟
県｣

で
す
。

　
「
こ
く
み
ん
共
済
リ
ー

グ
Ｕ―

12 

in
新
潟
県
」

で
は
、
県
下
１
５
６
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
８
つ
の
地

区
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
別
れ
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
の

リ
ー
グ
参
加
チ
ー
ム
数
に

つ
い
て
は
、
表
１
（
参
加

チ
ー
ム
数
一
覧
）
を
参
照

の
こ
と
。
ま
た
、
各
リ
ー

グ
戦
の
や
り
方
に
つ
い
て

は
図
１（
企
画
書
提
案
書
）

を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し

参
加
チ
ー
ム
数
に
つ
い
て

は
、
企
画
提
案
書
提
出
時

（
今
年
３
月
時
点
）
の
見

込
み
で
あ
り
、
実
数
は
一

覧
表
が
正
し
い
。

　

リ
ー
グ
戦
は
主
と
し
て

前
期
リ
ー
グ
と
後
期
リ
ー

グ
に
別
れ
る
。
前
期
リ
ー

グ
は
ラ
ン
ダ
ム
に
抽
選
し

て
組
合
せ
を
作
成
す
る
。

後
期
リ
ー
グ
は
そ
の
順
位

に
よ
り
、
上
位
リ
ー
グ

と
下
位
リ
ー
グ
に
分
か
れ

る
。
よ
り
同
じ
レ
ベ
ル
の

ゲ
ー
ム
通
じ
て
切
磋
琢
磨

し
て
い
く
こ
ろ
が
ね
ら
い

で
あ
る
。

　

こ
の
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

リ
ー
グ
で
の
上
位
２
チ
ー

ム
に
は
、
全
少
県
大
会
で

の
シ
ー
ド
権
が
与
え
ら
れ

る
。

　

今
年
か
ら
全
日
本
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
新
潟
県
大

会
は
全
県
で
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
の
実
施
と
な
る
。

　

リ
ー
グ
の
上
位
２
チ
ー

ム
は
３
回
戦
か
ら
の
出
場

で
あ
る
。

「
こ
く
み
ん
共
済
リ
ー
グ
Ｕ―

12
」

　
　
　
　
　

完
全
実
施
に
つ
い
て

第
四
種
委
員
長　

石
川　

正
記

　
「
こ
く
み
ん
共
済
リ
ー

グ
Ｕ―

12 

in
新
潟
県
」

に
参
加
す
る
こ
と
が
、
秋

の
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
新
潟
県
大
会
参
加
の

条
件
と
な
る
。

図１（2015 こくみん共済リーグ

U-12 in 新潟県企画提案書）
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全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
冬
開
催
に
伴
い
、

県
内
の
小
学
生
年
代
の

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
は

大
幅
な
変
更
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
全
日
本
少
年

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
は
夏
開

催
と
な
り
、
県
大
会
は
五

年
生
時
の
三
月
に
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

二
年
生
以
下
の
ク
ル
コ

フ
ェ
ス
は
九
月
上
旬
開

催
。
四
年
生
以
下
の
し
ん

き
ん
カ
ッ
プ
は
九
月
下
旬

開
催
。

　

五
年
生
大
会
は
十
月
下

旬
の
開
催
。
そ
し
て
全
日

本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

県
大
会
は
十
月
か
ら
十
一

月
上
旬
ま
で
の
開
催
と
い

た
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に

全
国
大
会
は
十
二
月
末
に

鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
今
ま
で
の
全
少

の
県
予
選
大
会
の
日
程
六

月
上
旬
に
Ｕ―

12
の
イ

ベ
ン
ト
を
新
設
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

「
第
一
回
新
潟
県
Ｕ―

12

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
〝
燃
え
る
心
〞」
で
す
。

　

私
た
ち
第
四
種
委
員
会

は
故
澤
村
哲
郎
前
会
長

に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
ま

し
た
。
故
澤
村
前
会
長

は
、
常
々
小
学
生
年
代
の

サ
ッ
カ
ー
活
動
の
充
実
を

願
い
、
私
た
ち
第
四
種
委

員
会
の
活
動
を
支
援
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
忙

し
い
公
務
の
合
間
を
縫
っ

て
、
ク
ル
コ
フ
ェ
ス
や
し

ん
き
ん
カ
ッ
プ
の
開
会
式

や
閉
会
式
に
ご
臨
席
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
小
学
生
年

代
や
そ
の
下
の
年
代
か
ら

の
育
成
の
あ
り
方
な
ど
熱

く
私
た
ち
に
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
前
会
長
の
座
右
の

銘
〝
燃
え
る
心
〞
を
こ

こ
に
掲
げ
、「
第
一
回
新

潟
県
Ｕ―

12
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〝
燃
え

る
心
〞」
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
趣
旨
は
、｢

新
潟
県
内

の
サ
ッ
カ
ー
の
競
技
普
及

と
サ
ッ
カ
ー
少
年
の
交

流
・
交
歓
を
通
し
て
サ
ッ

カ
ー
の
楽
し
さ
を
体
験
さ

せ
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
の
健

全
な
心
身
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る｣

と

し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
交

歓
・
交
流
を
第
一
と
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。ま
た
、

県
内
８
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
一
日
に
二
十
四
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
四
チ
ー
ム

ず
つ
六
ブ
ロ
ッ
ク
で
リ
ー

グ
戦
を
行
い
ま
す
。
二
日

目
は
別
の
二
十
四
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
す
。
二
日
間

で
県
下
四
十
八
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
す
。
参
加
の
選

考
基
準
に
つ
い
て
は
、
参

加
希
望
チ
ー
ム
か
ら
予

選
を
経
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
県
協
会
登
録

年
数
の
長
い
チ
ー
ム
や
ま

第
一
回
新
潟
県
Ｕ―

12
サ
ッ
カ
ー

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〝
燃
え
る
心
〞

第
四
種
委
員
長　

石
川　

正
記

た
は
離
島
や
山
間
僻
地
な

ど
で
困
難
な
環
境
の
中
、

サ
ッ
カ
ー
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
チ
ー
ム
を
優
先

し
て
選
考
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、初
め
て「
グ
ッ

ド
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
チ
ー
ム

賞
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

｢

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア｣

と
は

直
訳
す
る
と｢

福
祉
の

｣

と
い
う
訳
に
な
り
ま
す

が
、
意
訳
す
る
と
選
手
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
伸
び
や
か
に
プ
レ
ー

で
き
る
よ
う
な
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
な
育

成
環
境
作
り
を
大
会
役
員

と
指
導
者
、
保
護
者
と
と

も
に
醸
成
し
て
い
け
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
本
年
度
の
第
四
種
の
最

重
要
課
題
と
し
て
す
べ
て

の
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

表１（こくみん共済リーグ U-12 in 新潟県参加チーム数一覧）

　

２
０
１
５
年
度
の
強
化

育
成
を
目
的
と
し
、
６

月
13
、
14
日
刈
羽
に
あ

る
「
ピ
ー
チ
ビ
レ
ッ
ジ

と
う
り
ん
ぼ
」
に
て
、

２
０
１
５
年
度
の
Ｕ―

12
ト
レ
セ
ン
対
抗
戦
兼
選

考
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
今
ま
で
８
月

に
行
っ
て
き
た
全
日
本
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
12

月
に
移
動
し
た
為
大
き
く

４
種
の
日
程
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
本
来
こ
の

ト
レ
セ
ン
対
抗
戦
兼
選
考

会
も
７
月
に
行
っ
て
い

た
も
の
を
今
年
は
Ｆ
Ｆ
Ｐ

（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
と
い
う
全
国
研
修

会
が
行
わ
れ
る
た
め
前
倒

し
し
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
新
潟
の
育
成
は

関
東
選
抜
大
会
（
関
東
、

東
北
の
県
ト
レ
セ
ン
が
集

ま
る
大
会
）
で
昨
年
が
決

勝
リ
ー
グ
進
出
、
一
昨
年

が
４
位
と
地
域
の
皆
さ
ん

の
育
成
の
成
果
が
着
実
に

出
て
い
る
形
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
２
０
１
５
年
は

ト
レ
セ
ン
の
強
化
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
①
指
導
者
の
育

成
、
②
発
育
発
達
に
応
じ

た
技
術
獲
得
＋
勝
敗
に
こ

だ
わ
っ
た
育
成
、
を
掲

げ
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　

今
回
の
ト
レ
セ
ン
対
抗

戦
の
総
括
と
し
て
は
、
最

近
長
岡
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心

と
し
た
地
域
が
活
躍
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
潟

新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
協
会　

４
種

ト
レ
セ
ン
対
抗
戦
兼
選
考
会

４
種
技
術
委
員
会

ブ
ロ
ッ
ク
、
魚
沼
柏
崎

ブ
ロ
ッ
ク
が
力
を
つ
け
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

内
容
で
し
た
。
特
に
魚
沼

柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
人
口
が
少
な
い
な
が
ら

も
、
身
体
的
な
特
徴
を
生

か
す
技
術
を
持
ち
な
が
ら

ア
イ
デ
ア
や
勝
利
へ
の
メ

ン
タ
リ
テ
ィ
ー
が
高
い
選

手
が
多
く
出
て
き
て
い
る

印
象
で
し
た
。
こ
れ
は
、

指
導
力
の
高
い
指
導
者
が

多
く
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
反
面
、
勝
負
に
対

し
て
は
弱
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
こ
こ
が
今
後
の
課
題

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

技
術
的
な
観
点
か
ら
考

え
る
と
、
一
番
不
足
し
て

い
る
の
は
サ
ッ
カ
ー
理
解

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
を
奪
わ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
が
優
先
さ
れ
、

ゴ
ー
ル
に
向
か
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
意
思
の
表
れ
で
あ
る

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
奪
わ
れ

な
い
と
こ
ろ
に
置
こ
う
と

す
る
選
手
が
ほ
と
ん
ど
で

目
的
達
成
の
為
に
行
う
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
優
先
順
位

が
低
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
こ
れ
を
判
断
だ
と
い
う

の
は
間
違
い
で
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で

は
ゴ
ー
ル
が
奪
う
こ
と
に

時
間
が
か
か
る
。
ま
ず
目

的
や
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
限
界
ま
で
試
す
こ
と

が
こ
の
年
代
で
は
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。）サ
ッ

カ
ー
は
そ
も
そ
も
約
半
分

の
時
間
ボ
ー
ル
を
持
っ
て

い
る
、
い
な
い
も
の
で
あ

り
、
奪
わ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
大
切
な
こ
と
を
見
失
っ

て
い
る
選
手
が
多
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後

４
種
の
技
術
委
員
と
話
を

し
報
告
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ゴ
ー
ル
を
奪
う
と
い
う
部

分
も
、
や
り
方
考
え
方
を

見
直
し
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
切
磋
琢
磨

し
、
選
手
の
技
術
が
高
く

な
っ
て
い
く
ト
レ
セ
ン

リ
ー
グ
は
大
切
な
活
動
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
他
ブ

ロ
ッ
ク
と
の
交
流
を
す
る

こ
と
で
選
手
間
、
指
導
者

間
の
良
い
刺
激
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
４
種
の
指
導
者

の
方
々
に
は
、
新
潟
県
の

発
展
の
た
め
に
、
サ
ッ

カ
ー
の
魅
力
を
伝
え
て
い

た
だ
き
、
サ
ッ
カ
ー
が
好

き
だ
と
い
う
思
い
を
抱
か

せ
、
次
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

繋
い
で
い
た
だ
く
、
大
変

多
忙
な
中
で
は
あ
り
ま
す

が
縦
横
の
関
係
を
し
っ
か

り
築
き
つ
つ
新
潟
の
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

東日本大震災  復興支援
がんばろう   　 ニッポン！

サッカーファミリーのチカラをひとつに！

● ● ● ●スマイル＆チャレンジ●●●●

当協会にご支援いただいている法人各社

2007年宣言の実現のため諸事業に取り組んでいます !!

　　    テレビ新潟　ＢＳＮ新潟放送　新潟日報
東北電力　総合生協　新潟県信用基金協会
　　    テレビ新潟　ＢＳＮ新潟放送　新潟日報
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２　
　

種

○ 

新
潟
県
総
合
体
育
大

会
サ
ッ
カ
ー
競
技
大

会優　

勝
…
…

新
潟
明
訓
高
校

（
２
年
ぶ
り
６
回
目
）

　

準
優
勝
…
…

　

加
茂
暁
星
高
校

　

３　

位
…
…

　

帝
京
長
岡
高
校

　

３　

位
…
…

　

新
潟
江
南
高
校

○ 

北
信
越
総
合
体
育
大

会
サ
ッ
カ
ー
競
技
大

会

　

１
回
戦

　

加
茂
暁
星
高
校

　

０―

１

　

北
陸
高
校

　

優
勝
チ
ー
ム
は
世
界

大
会
へ
出
場
で
き
る
な

ど
、
抽
選
会
か
ら
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の
高
い
大
会
で
、

参
加
チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
も

高
く
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

と
も
充
実
し
た
大
会
で
し

た
。

　

ク
ラ
ブ
と
し
て
、
本
大

会
へ
の
出
場
は
４
年
ぶ
り

２
回
目
で
、
前
回
大
会
の

Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
４
以
上
を
目
標

に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
会
中
チ
ー
ム
と
し

て
、
メ
ン
タ
ル
面
で
は
戦

う
熱
い
気
持
ち
と
、
良
い

判
断
を
す
る
冷
静
さ
を
両

方
合
わ
せ
て
持
ち
な
が
ら

プ
レ
ー
す
る
こ
と
、
責
任

を
も
っ
て
プ
レ
ー
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
面
に
お
い
て

は
、「
ゴ
ー
ル
を
奪
う
こ

と
、ボ
ー
ル
を
奪
う
こ
と
」

こ
の
目
的
に
対
し
て
、
時

間
・
ス
ペ
ー
ス
（
空
間
）・

タ
イ
ミ
ン
グ
・
距
離
・
人

数
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
時
か
ら
常

に
意
識
し
て
選
手
に
投
げ

か
け
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
ゲ
ー
ム
中
に

は
、
ボ
ー
ル
ホ
ル
ダ
ー
と

の
距
離
は
？
Ｆ
Ｗ
と
Ｄ
Ｆ

ラ
イ
ン
と
の
距
離
は
？
寄

せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
動

き
だ
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

ゴ
ー
ル
前
の
人
数
は
？
な

ど
、
現
状
分
析
、
状
況
判

断
、
コ
ー
チ
ン
グ
を
選
手

間
で
し
や
す
い
雰
囲
気
に

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
意

識
す
る
中
で
、
普
段
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
生
か
せ
た

部
分
と
、
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
部
分
が
混
ざ
り
合

い
、
今
後
の
自
分
た
ち
の

課
題
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。

　

例
え
ば
、
切
り
替
え
の

部
分
で
の
甘
さ
か
ら
失
点

を
し
て
し
ま
い
、
普
段
か

ら
意
識
し
て
い
た
部
分
の

ミ
ス
は
残
念
で
し
た
。

　

し
か
し
、
狭
い
局
面
で

の
突
破
や
打
開
、
相
手
を

外
す
意
図
を
持
っ
た
ボ
ー

ル
タ
ッ
チ
な
ど
は
十
分
に

通
用
す
る
部
分
で
も
あ
り

ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
行
う
、
３
対
１
や
４
対

２
を
意
識
し
て
、
３
人
目

の
選
手
の
飛
び
出
し
か
ら

局
面
を
突
破
し
て
ゴ
ー
ル

を
狙
う
こ
と
や
、
距
離
を

考
え
近
く
と
遠
く
を
意
識

す
る
こ
と
で
攻
撃
を
行
う

　

テ
ク
ニ
ッ
ク
重
視
、
ス

ピ
ー
ド
や
パ
ワ
ー
に
優
れ

て
い
る
、
フ
ッ
ト
サ
ル

の
戦
術
に
長
け
て
い
る
な

ど
、
様
々
な
ス
タ
イ
ル
の

チ
ー
ム
と
の
対
戦
は
、
選

手
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き

な
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
選
手
た
ち

は
堂
々
と
強
豪
た
ち
に
臆

す
る
こ
と
な
く
、
ゲ
ー
ム

や
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
じ
強
く

感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
選
手
が
自
信

に
満
ち
溢
れ
、
ど
ん
な
相

手
で
あ
ろ
う
と
ゲ
ー
ム
が

待
ち
遠
し
い
く
ら
い
に
ワ

ク
ワ
ク
で
き
る
、
そ
し
て

何
よ
り
も
ピ
ッ
チ
の
内
外

で
『
自
立
』
で
き
る
よ
う

に
仕
向
け
て
い
く
こ
と
で

あ
る
と
感
じ
ま
す
。
今
大

会
は
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
ず
、
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
と

交
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考

え
て
座
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
選
手
た
ち
を
信

頼
で
き
ま
し
た
し
、
も
し

か
し
た
ら
私
自
身
が
一
番

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ゲ
ー
ム

に
臨
ん
で
い
た
の
で
な
い

か
と
思
っ
て
ま
す
。
必
死

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り

組
み
、
目
標
を
達
成
で
き

た
選
手
た
ち
の
頑
張
り
に

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
素
晴
ら
し
い
経

験
を
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
大
会
出
場
に
あ
た

り
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
新
潟
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
、
長
岡
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
、
ク
ラ
ブ
ユ
ー

ス
連
盟
の
皆
様
、
関
係
者

皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【 

長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
ボ
ル
ボ

レ
ッ
タ
】　

優
勝

１
次
ラ
ウ
ン
ド　

グ
ル
ー

プ
Ｂ

５―

１　

Ｆ
Ｃ
ツ
イ
ン

ズ
愛
知
（
東
海
地
域
第
２

代
表
／
愛
知
県
）

３―

２　

マ
ル
バ
茨
城

ｆ
ｃ
（
関
東
地
域
第
２
代

表
／
茨
城
県
）

３―

０　

伊
達
市
立
伊

達
中
学
校
（
北
海
道
地
域

第
１
代
表
／
北
海
道
）

決
勝
ラ
ウ
ン
ド

準
決
勝

４―

２　

コ
ン
サ
ド
ー

レ
旭
川
Ｕ―

15
（
北
海

道
地
域
第
２
代
表
／
北
海

道
）

決
勝
戦

５―

１　

ブ
リ
ン
カ
ー

ル
Ｆ
Ｃ 

Ｕ―

15
（
開
催

地
代
表
／
愛
知
県
）

長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ　

代
表　

西
田　

勝
彦

長岡JYFC JFAプレミアカップ2015 3位
第20回全日本ユース（Ｕ―15）フットサル大会優勝

　

Ｊ
Ｆ
Ａ
プ
レ
ミ
ア
カ
ッ
プ
２
０
１
５
に

　

出
場
し
て

　

第
20
回
全
日
本
ユ
ー
ス
（
Ｕ―

15
）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

各
種
別

大
会
結
果
報
告

な
ど
、
意
図
を
も
っ
て

チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
で
き

た
部
分
は
、
こ
れ
か
ら
も

よ
り
質
を
追
求
し
て
高
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
１
日
２
試
合

を
行
う
ハ
ー
ド
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
逞
し

く
タ
フ
に
戦
う
術
も
今
ま

で
以
上
に
必
要
で
あ
る
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
大

会
で
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
大
会
に

出
場
す
る
に
あ
た
り
、
ク

ラ
ブ
ユ
ー
ス
連
盟
の
関
係

各
位
を
は
じ
め
、
新
潟
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
・
長
岡
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
皆
様
、

応
援
・
支
援
を
い
た
だ
い

た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
の
誇

り
を
胸
に
、
ひ
た
む
き
に

プ
レ
ー
し
て
く
れ
た
選
手

を
讃
え
、
今
後
の
成
長
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

予
選
リ
ー
グ

０―

２　

京
都
サ
ン
ガ

１―

０

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
び
ん
ご

１―

０　

愛
媛
Ｆ
Ｃ

ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
に
て
決

勝
ラ
ウ
ン
ド

０―

２

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

　

大
会
は
素
晴
ら
し
い
雰

囲
気
や
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
の

も
と
、
全
国
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
相
手
と
の
対
戦

は
と
て
も
楽
し
み
で
し
た

し
、
Ｕ―

15
年
代
フ
ッ

ト
サ
ル
の
日
本
一
を
決
め

る
、
と
い
う
緊
張
感
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
れ
ば
、
こ

の
時
期
ま
で
公
式
戦
を
プ

レ
ー
で
き
る
こ
と
に
誇
り

を
持
ち
な
が
ら
、
仲
間
達

と
と
も
に
最
後
の
公
式
戦

が
戦
え
る
喜
び
を
胸
に
、

チ
ー
ム
は
別
々
な
れ
ど

強
い
一
体
感
を
持
ち
ま
し

た
。

　

普
段
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
は
、
基
本
的
な
ボ
ー
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
狭
い
エ
リ
ア

で
も
プ
レ
ー
す
る
時
間
と

ス
ペ
ー
ス
を
創
り
出
す
こ

と
や
、
仲
間
と
の
意
思
疎

通
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
つ
つ
、
フ
ッ
ト
サ

ル
特
有
の
切
り
替
え
の
早

さ
や
、
ゴ
レ
イ
ロ
と
の
２

対
１
を
確
実
に
作
る
こ
と

な
ど
、
と
に
か
く
基
本
に

徹
底
し
な
が
ら
、
そ
の
中

で
選
手
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

や
発
想
を
出
せ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

選
手
達
に
は
『
日
本
一

こ
の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る

チ
ー
ム
に
な
ろ
う
』
と
伝

え
、
自
信
を
持
っ
て
プ

レ
ー
し
て
こ
よ
う
と
送
り

出
し
ま
し
た
。

　

地
域
大
会
を
勝
ち
抜
い

た
チ
ー
ム
は
個
性
も
あ

り
、
非
常
に
楽
し
み
で
し

た
。

　

準
々
決
勝

　

新
潟
明
訓
高
校

１―

１
（
Ｐ
Ｋ
）

　
　
　

都
市
大
塩
尻
高
校

　

準
決
勝

　

新
潟
明
訓
高
校

２―

１鵬学
園
高
校

　

決
勝

　

新
潟
明
訓
高
校

１―

０

　

創
造
学
園
高
校

３　
　

種

○ 

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
選
手

権

　

第
１
位

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

 　

２　

位

Ｆ
Ｃ
五
十
嵐

 　

３　

位グ
ラ
ン
セ
ナ
新
潟

事 務 局 よ り
　

こ
の
度
、
澤
村
哲
郎
前
会
長
が
提

唱
さ
れ
た
言
葉
を
書
か
れ
た
文
字
の

ま
ま
旗
に
し
ま
し
た
。

　

澤
村
氏
は
こ
の
言
葉
を
教
え
実

践
さ
れ
る
こ
と
で
新
潟
県
の
多
く
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
育
て
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
言
葉
を
今

後
も
大
切
に
心
に
刻
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

事
務
局
で
保
管
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
大
会
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

の
行
事
の
折
に
は
是
非
と
も
お
使
い

く
だ
さ
い
。

「燃える心」

「燃える心　練習に泣いて試合で笑う
いつも楽しむ心を大切に」
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２
０
０
２
年
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
日
本
開
催
の
年
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
も
、
２
０
１
４

年
度
で
13
回
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
以
来
、
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
Ｊ

Ｆ
Ａ
か
ら
の
補
助
金
を
得

て
、
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
フ
ッ

ト
サ
ル
を
プ
レ
ー
し
、
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
味
わ

い
、
絆
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
、
毎
年
、

上
中
下
越
・
新
潟
市
と

４
会
場
で
展
開
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
４
年
度
は
、

４
会
場
を
合
わ
せ
て
、
約

20
チ
ー
ム
ほ
ど
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
チ
ー
ム
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
加
え

て
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
、

ミ
ッ
ク
ス
の
部
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
で
付
帯
事

業
も
行
っ
て
い
て
、
こ
れ

ら
に
も
20
チ
ー
ム
ほ
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
ま
で

は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
す
る
た
め
に
は
、
有

料
の
Ｊ
Ｆ
Ａ
フ
ッ
ト
サ

ル
個
人
登
録
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
４
年
度
か
ら
は
無

料
の
ｊ―

ｆ
ｕ
ｔ
ｓ
ａ
ｌ

登
録
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
参
加
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ｊ―

ｆ
ｕ

ｔ
ｓ
ａ
ｌ
登
録
は
、
一

度
行
っ
て
い
た
だ
く
と
更

Ｊ
Ｆ
Ａ
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ッ
ト
サ
ル

　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

２
０
１
４　

新
潟

フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
長　

森　
　

恭

新
作
業
は
不
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ｊ―

ｆ
ｕ
ｔ

ｓ
ａ
ｌ
登
録
は
、
Ｊ
Ｆ

Ａ
が
運
用
し
て
い
る
ｊ―

ｆ
ｕ
ｔ
ｓ
ａ
ｌ
サ
イ
ト

（h
ttp
s://j-fu

tsal.jfa.
jp

）
か
ら
簡
単
に
手
続
き

し
て
い
た
く
だ
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
サ
イ
ト
は
、

フ
ッ
ト
サ
ル
エ
ン
ジ
ョ
イ

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
全
面
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
イ
ト

で
、
フ
ッ
ト
サ
ル
に
つ
い

て
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ｊ

―

ｆ
ｕ
ｔ
ｓ
ａ
ｌ
登
録
を

し
な
く
て
も
サ
イ
ト
の
閲

覧
は
で
き
ま
す
が
、
登
録

済
み
の
方
は
、
こ
の
サ
イ

ト
か
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

へ
の
参
加
手
続
き
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
も
一
度
ア
ク

セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
登

録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
今
年
度

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ッ
ト
サ

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

加
さ
れ
る
方
は
、
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
も
、（
一
社
）

新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

で
は
、
県
内
４
会
場
で
本

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。
日
程
と
会
場
が

未
定
の
地
区
も
あ
り
ま
す

の
で
、決
定
し
ま
し
た
ら
、

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
式
サ

イ
ト
に
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
ｊ―

ｆ
ｕ
ｔ
ｓ
ａ
ｌ

サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
、
参

加
申
し
込
み
の
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、

仲
間
を
誘
っ
て
、
休
日
の

１
日
に
思
い
切
り
フ
ッ
ト

サ
ル
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

FIFA女子ワールドカップカナダ2015
本県関係選手３名選出!!!

ス
に
加
入
し
、
昨
シ
ー

ズ
ン
ま
で
に
74
試
合
出

場
、
４
得
点
を
達
成
し
て

い
る
。
２
０
１
３
年
に

代
表
に
初
選
出
さ
れ
た
あ

と
、
昨
年
は
６
試
合
出
場

と
着
実
に
力
を
伸
ば
し
て

き
た
。
本
大
会
に
お
い
て

も
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
第
３

戦
ｖ
ｓ
エ
ク
ア
ド
ル
に
先

発
出
場
す
る
な
ど
、
今
後

の
活
躍
に
も
期
待
が
か
か

る
。

経
歴

　

高
洲
Ｓ
Ｓ
Ｓ
↓

　

藤
枝
Ｆ
Ｃ
バ
ン
ビ
ー
ズ
↓ 

　

藤
枝
Ｆ
Ｃ
ア
ミ
ー
ガ
↓

　

藤
枝
順
心
高
校
↓

　

関
東
学
園
大
学
↓

　

 

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス

　

そ
し
て
川
村
選
手
。
本

大
会
唯
一
の
本
県
出
身
選

手
で
、
２
０
１
２
年
ま
で

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ

デ
ィ
ー
ス
の
中
心
選
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
。

男
子
の
酒
井
高
徳
選
手
に

続
い
て
本
県
２
人
目
の
Ｗ

杯
選
手
と
な
っ
た
。
本
大

会
で
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ

第
１
戦
に
途
中
出
場
、
第

３
戦
に
先
発
フ
ル
出
場
し

て
お
り
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
の
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も

に
、
新
潟
県
人
初
の
Ｗ
杯

優
勝
選
手
と
し
て
の
凱
旋

を
期
待
し
た
い
。

経
歴

　

青
山
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
↓

 　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

　

レ
デ
ィ
ー
ス
↓

　

 

ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

市
原
・
千
葉
レ
デ
ィ
ー

ス
↓

　

 

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ

デ
ィ
ー
ス

上尾野辺めぐみ 選手

写真提供　アルビレックス新潟

北原　佳奈 選手

写真提供　アルビレックス新潟

川村　優理 選手

©VEGALTA SENDAI 

試
合
出
場
、
58
得
点
と

名
実
と
も
に
チ
ー
ム
の
顔

と
し
て
君
臨
し
続
け
て
い

る
。
代
表
で
は
Ｄ
Ｆ
で
の

起
用
も
多
く
、
本
大
会
で

の
活
躍
が
望
ま
れ
る
と
同

時
に
、
初
優
勝
を
果
た
し

国
民
栄
誉
賞
受
賞
と
な
で

し
こ
フ
ィ
ー
バ
ー
に
沸
い

た
前
回
大
会
に
続
い
て
の

選
出
で
、
連
覇
達
成
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。

経
歴

　

原
Ｆ
Ｃ
↓

　

林
間
Ｓ
Ｃ
レ
モ
ン
ズ
↓

　

大
和
シ
ル
フ
ィ
ー
ド
↓

　

武
蔵
丘
短
大
↓

　

 

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス

　

北
原
選
手
は
、
静
岡

県
藤
枝
市
出
身
の
Ｄ
Ｆ
。

２
０
１
１
年
に
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

　
「
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
カ
ナ
ダ

２
０
１
５
」
に
お
い
て

熱
戦
奮
闘
中
の
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
。
今
大
会
、
新

潟
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
選

手
が
３
名
選
出
さ
れ
、
連

覇
を
目
指
し
た
戦
い
に
挑

ん
で
い
る
。
そ
の
３
名
と

は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス
に
所
属
す

る
、
上
尾
野
辺
め
ぐ
み
選

手
・
北
原
佳
奈
選
手
と
、

新
潟
市
出
身
で
現
在
ベ
ガ

ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
に

所
属
す
る
、
川
村
優
理
選

手
で
あ
る
。

　

上
尾
野
辺
選
手
は
、
神

奈
川
県
横
浜
市
出
身
の
Ｍ

Ｆ
で
２
０
０
６
年
に
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ

デ
ィ
ー
ス
に
加
入
後
、
昨

シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
１
７
７

　日本有数の海水浴場を持つ「海の町・柏崎」を少しでも多くの人に知って貰いたい！
　震災や、原発の問題など様々な問題を抱えている柏崎を、「元気にしたい！」とい
う想いで、アクアモルセーゴを 2013 年に設立しました。
　当クラブは、一般企業として法人化しており、プロクラブとして運営しています。
現在は、プロ選手の所属はありませんが、近い将来全選手がプロ契約出来ることを
期待しています。
　2014 年の全国大会に初出場を成し遂げましたが、結果としては全国レベルとの大
きな壁を感じ今後の課題を見つけることが出来ました。
　地域に根ざしたクラブとして、ジュニア世代の普及・育成にも力を注ぎ、毎日スクー
ルを開校しています。ジュニア以外にも、ユース・女子・シニアという老若男女す
べてのカテゴリーの方々とビーチサッカーの楽しさを共有しています。
　2013 年設立初年度は、新潟県大会に初出場初優勝をする事が出来、全国大会の出
場権を賭け、北信越大会に臨みましたが残念ながら準優勝に終わり全国大会への道
はあと一歩およびませんでした。
　2014 年度は、前年のリベンジを誓い臨みました。苦しみながらも、昨年同様新潟
県大会を連覇出来、全国大会への出場権を賭け北信越大会に挑みました。悲願である
優勝をする事が出来、クラブ設立２年目で全国大会に挑戦出来ることになりました。
　北信越地域は、全国を見渡しても県大会から予選を開催している唯一の地域で、
レベル・普及の具合はまだまだですが、そんな地域の中で当クラブが中心となって
ビーチサッカーの素晴らしさを伝えていきたいと思っております。
　2015 年度は、ビーチサッカーの現状に対して新しいチャレンジをしていきたいと
考えております。全天候対応ドーム型サンドコートの建設や、完全プロ化による日
本代表選手の輩出など、柏崎市に根ざし地域一体となって取り組んでいきます。
　雪国新潟から、ビーチサッカーを通じてこれから様々な挑戦をしていきたいと思
います。
　皆さん、是非とも応援宜しくお願い致します。

［連絡先］
合同会社AQUA MORCEGO　代表　藤本晴久
住所：〒945-0052　新潟県柏崎市錦町 2-10
電話：090-2413-3838
メール：fcaqua.hf@gmail.com
AQUA MORCEGO B.S Facebook ページ www.facebook.com/AQUAMORCEGOB.S

山賀嘉月　（やまが　かづき）
1995 年 11 月 7日生（19 歳）
プロビーチサッカークラブ
「AQUA MORCEGO Fusion」所属選手
柏崎市向陽町出身　新潟産業大学 2年生
　
学歴・職歴
新道小学校卒業　柏崎FCジュニア所属
南中学校卒業　　柏崎FCジュニアユース所属
新潟産業大学附属高等学校卒業　同校サッカー部所属
新潟産業大学在学中

代表合宿では、日本トップレベルの選手と一緒にトレーニングをして、今の自
分に足りないところ、また通用するところが明確になりました。これからも一
つ一つ練習を積み重ねて、常に代表に必要とされる選手になりたいと思ってい
ます。

AQUA MORCEGO Fusion　日常活動
週 5日通常練習（浜または体育館）

プロビーチサッカークラブ
A Q U A  M O R C E G O  F u s i o n （アクア・モルセーゴフュージョン）
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